
－ 33 －

（８）体操競技

１ 期 日 【体操競技】 ２０１９年７月１３日（土）・１４日（日） 

            【新体操】 ２０１９年７月１２日（金）・１３日（土） 
 

【トランポリン】 ２０１９年７月１３日（土）・１４日（日） 
 

〈日 程〉 
  

ボールコーチ１、公認バレーボールコーチ２、公認バレーボールコーチ３、公認バレーボ

ールコーチ４の有資格者とする。

注）参加申し込みの際は、資格を証明する登録証又は認定が確認できる書類の写しを添付

すること。

６ 表 彰 実施要項総則６による。

７ 参加申込方法 実施要項総則７に定めるもののほか、次による。

（１）「第７４回国民体育大会実施要項」の「８ バレーボール」９参加申込み方法（１）

ウの必要書類ｉ、ⅱ及びⅲを開催県バレーボール協会に送付する。

＊注 「８ バレーボール競技」９参加申込み方法（１）ウの必要書類ｉ、ⅱ、ⅲ 
ⅰ チーム加入選手一覧

          ⅱ  ふるさと選手制度活用の場合、ふるさと登録による出場選手一覧
ⅲ 監督の資格を証明する登録証又は認定ができる書類の写し 

（２）参加申し込み締切後の監督・選手の変更は、疾病・傷害・妊娠など特別な場合に限り

認めるものとし、診断書を添付する。その届出は代表者会議までとする。 

８ 参  加  料 実施要項総則７による。

９ 宿泊申込方法 実施要項総則１０による。

参加上の注意

  （１）代表者会議の日時、会場については別途通知する。
（２）組合せは、別途開催する中国連盟理事長会議で決定する。

（３）大会期間中の負傷については、主催者より応急処置を行うが、それ以後の責任は負わな

い。

（４）問い合わせ先  
島根県バレーボール協会 競技部 宍戸 秀明

      〒 島根県出雲市斐川町併川

電話
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２ 会 場 【体操競技】 
島根県立体育館（竹本正男アリーナ） 
〒697-0024  島根県浜田市黒川町 3735 

                          TEL  0855-23-1201 
【新体操】 
松江市総合体育館 
〒690-0826  島根県松江市学園 1-21-1 

TEL  0852-25-1700 
【トランポリン】 
島根県立石見武道館 
〒697-0024  島根県浜田市黒川町 3735 

 TEL  0855-23-7170 
３ 諸会議

（１） 体操競技監督会議・中国体協賞授賞式

日 時 ２０１９年７月１３日（土）１７：００～１７：４０

場 所 島根県立体育館（竹本正男アリーナ）研修室

（２） 体操競技審判会議

日 時 ２０１９年７月１４日（日）９：００～９：４５

場 所 島根県立体育館（竹本正男アリーナ）研修室

（３） 新体操監督会議

日 時 ２０１９年７月１２日（金）１６：１０～１６：５０

場 所 松江市総合体育館 会議室 
（４） 新体操審判会議

日 時 ２０１９年７月１３日（土）８：３０～９：１５

場 所 松江市総合体育館 会議室 
（５） トランポリン監督・審判会議

日 時 ２０１９年７月１３日（土）１５：３０～１６：００

場 所 島根県立石見武道館 会議室 
（６） 中国ブロック理事会

日 時 ２０１９年７月１２日（金）１３：００～１５：００

場 所 松江市総合体育館 会議室

４ 種別及び参加人員

※成年選手は監督を兼任することができる。

 

種 別 種 目 国体出場数 監督 選手 参加県数 小 計 合 計

成年男子 体操競技 １ １ ５ ５ ３０

１８０

成年女子 体操競技 １ １ ５ ５ ３０ 

少年男子 体操競技 ３ １ ５ ５ ３０

少年女子 体操競技 ３ １ ５ ５ ３０

少年女子 新 体 操 ３ １ ５ ５ ３０

男子 トランポリン １ １ ２ ５ １５ 
女子 トランポリン １ １ ２ ５ １５ 
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５ 競技上の規定及び競技方法

（１）競技規則

      ア （公財）日本体操協会制定の競技規則による。

イ 審判

① （公財）日本体操協会競技規則による。
②各県審判員を次のように派遣すること。

体操競技 男子 ４名（開催県８名） 女子 ２名（開催県８名）

新体操 女子  ２名 
トランポリン ２名 

※開催県は、審判長、線審、計時、コーディネータージャッジを受け持つ。 
        ③審判割当
          体操競技（男子）

 種目 審判 Ｄ１・Ｅ１ Ｄ２・Ｅ２ Ｅ３ Ｅ４

  ゆ か 岡 山 山 口 島 根 広 島

  あ ん 馬 島 根 岡 山 山 口 島 根

  つ り 輪 鳥 取 島 根 岡 山 山 口

  跳      馬 広 島 鳥 取 島 根 岡 山

  平 行 棒 島 根 広 島 鳥 取 島 根

  鉄 棒 山 口 島 根 広 島 鳥 取

     
      体操競技（女子）

 種目 審判 Ｄ１・Ｅ１ Ｄ２・Ｅ２      Ｅ３      Ｅ４
  跳 馬 岡 山 島 根 山 口 島 根 
 段違い平行棒 鳥 取 島 根 広 島 島 根 
  平 均 台 広 島 島 根 鳥 取 島 根 
  ゆ か 山 口 島 根 岡 山 島 根 

    
       新体操（女子）

Ｄ（難度） Ｅ（実施） 

１審 ２審 ３審 ４審 １審 ２審 ３審 ４審 ５審 ６審 

団体競技 島 根 鳥 取 岡 山 広 島 山口 島根 鳥取 岡山 広島 山口 

個

人

競

技

フープ 山 口 島 根 鳥 取 岡 山 広島 山口 島根 鳥取 岡山 広島

ボール 山 口 島 根 鳥 取 岡 山 広島 山口 島根 鳥取 岡山 広島

クラブ 岡 山 広 島 山 口 島 根 鳥取 岡山 広島 山口 島根 鳥取

リボン 岡 山 広 島 山 口 島 根 鳥取 岡山 広島 山口 島根 鳥取

トランポリン（男女）

Ｔ 高さ 審判 演技 審判 移動 審判 難度 審判

主審 １審 ２審 ３審 ４審 ５審 ６審 １審 ２審

鳥取 鳥取 岡山 広島 島根 山口 島根 広島 岡山

※「主審」はＴスコアの測定と、Ｅスコアのコントロールを行う。

※「予備審判（記録補助、審判交代要員）」として１名（山口県）

 

２ 会 場 【体操競技】 
島根県立体育館（竹本正男アリーナ） 
〒697-0024  島根県浜田市黒川町 3735 

                          TEL  0855-23-1201 
【新体操】 
松江市総合体育館 
〒690-0826  島根県松江市学園 1-21-1 

TEL  0852-25-1700 
【トランポリン】 
島根県立石見武道館 
〒697-0024  島根県浜田市黒川町 3735 

 TEL  0855-23-7170 
３ 諸会議

（１） 体操競技監督会議・中国体協賞授賞式

日 時 ２０１９年７月１３日（土）１７：００～１７：４０

場 所 島根県立体育館（竹本正男アリーナ）研修室

（２） 体操競技審判会議

日 時 ２０１９年７月１４日（日）９：００～９：４５

場 所 島根県立体育館（竹本正男アリーナ）研修室

（３） 新体操監督会議

日 時 ２０１９年７月１２日（金）１６：１０～１６：５０

場 所 松江市総合体育館 会議室 
（４） 新体操審判会議

日 時 ２０１９年７月１３日（土）８：３０～９：１５

場 所 松江市総合体育館 会議室 
（５） トランポリン監督・審判会議

日 時 ２０１９年７月１３日（土）１５：３０～１６：００

場 所 島根県立石見武道館 会議室 
（６） 中国ブロック理事会

日 時 ２０１９年７月１２日（金）１３：００～１５：００

場 所 松江市総合体育館 会議室

４ 種別及び参加人員

※成年選手は監督を兼任することができる。

 

種 別 種 目 国体出場数 監督 選手 参加県数 小 計 合 計

成年男子 体操競技 １ １ ５ ５ ３０

１８０

成年女子 体操競技 １ １ ５ ５ ３０ 

少年男子 体操競技 ３ １ ５ ５ ３０

少年女子 体操競技 ３ １ ５ ５ ３０

少年女子 新 体 操 ３ １ ５ ５ ３０

男子 トランポリン １ １ ２ ５ １５ 
女子 トランポリン １ １ ２ ５ １５ 



－ 36 －

（２）体操競技競技方法

        成年男女及び少年男子ともに１チームの選手は５名とする。（５-５-４方式） 
      ア 全種別（団体総合競技）

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順位は、

６種目の各種目のベスト４の得点総合計によって決定する。なお、少年男子は高校適用規則

を適用する。

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４

種目の各種目ベスト４の総得点合計によって決定する。

    詳細な適用ルールについては、別途、（公財）日本体操協会から都道府県体操協会に通達
する。 
（注）同点が生じた場合、競技規則に準じて順位を決定する。

（３）新体操競技方法

適用ルールについては、別途、（公財）日本体操協会から都道府県体操協会に通達する。

      ア 競技内容 団体競技（フープ３・クラブ２組）

個人競技（フープ・ボール・クラブ・リボン）

成績順位は、以下の合計得点によって決める。

団体競技の得点及び個人競技の得点（４種目４演技×1／4）の合計
イ 団体競技について

県ごとに団体を編成し、演技者は５名とする。

ウ 個人競技について

個人競技の演技者として、団体５名のうちから４名だけが出場できる。 
（４）トランポリン競技方法

男女とも各県２名以内の参加とする。

ア 競技方法（男女とも）概要

第１自由；特別要求（特別要求欠如の場合は合計点 減ずる）

＝ 種目の異なる技で構成し、 °以上の宙返りが前後１本以上必要

Ｅスコア、Ｈスコア、Ｔスコアの合計で採点する。

第２自由； 種目を自由に構成

Ｅスコア、Ｈスコア、Ｔスコア、Ｄスコアの合計で採点する。

イ 競技進行

第１自由を全員が行ったあと、第２自由を行う。

６ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準

実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

  （１）各県の予選会に参加し、その結果代表として選ばれ推薦された者でなければならない。
  （２）少年種別及びトランポリンに参加できる選手には、平成 年４月２日から平成 年４月１

日までの間に生まれた中学３年生を含むものとする。

なお、監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認体操

コーチ３（体操競技、新体操、トランポリン）又は、公認体操コーチ４（体操競技、新体操、

トランポリン）のいずれかの資格を有する者であること。トランポリンの監督については今

大会に限り、「体操競技、新体操」の資格があるものでも可とするが、次期大会より公認体

操コーチ３（トランポリン）又は、公認体操コーチ４（トランポリン）のいずれかの資格を

有する者であることが条件となる。
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７ 表 彰 実施要項総則６による。

８ 参加申込方法 実施要項総則７による。

９ 参  加  料 実施要項総則７による。

10 宿泊申込方法 実施要項総則 10による。

11 そ   の   他
  （１）日程は、参加チーム数、その他により多少変更することがある。

 
（２）競技中の事故・傷病については、主催者により応急処置を行い、それ以後の責任は負わない。

 
（３）背番号は、中国ブロック大会背番号製作規定による。 

なお、トランポリン競技については、背番号着用を免除する。

 
（４）問合せ先 

島根県体操協会事務局 渡辺健太郎 
        〒697-8789 島根県浜田市黒川町３７４９  

島根県立浜田高等学校定時制通信制課程内  
TEL  0855-22-0187    FAX  0855-22-2549 
E-mail watanabe-kentaro@edu.pref.shimane.jp

 
（５）参加申込と同時に各県参加チーム・役員の一覧表と県予選会成績報告書を上記（４）宛に送

付のこと。（様式並びに報告書は、各県体操協会事務局に送付する。） 
 

（２）体操競技競技方法

        成年男女及び少年男子ともに１チームの選手は５名とする。（５-５-４方式） 
      ア 全種別（団体総合競技）

男子は、ゆか、あん馬、つり輪、跳馬、平行棒、鉄棒の６種目の自由演技を行う。成績順位は、

６種目の各種目のベスト４の得点総合計によって決定する。なお、少年男子は高校適用規則

を適用する。

女子は、跳馬、段違い平行棒、平均台、ゆかの４種目の自由演技を行う。成績順位は、４

種目の各種目ベスト４の総得点合計によって決定する。

    詳細な適用ルールについては、別途、（公財）日本体操協会から都道府県体操協会に通達
する。 
（注）同点が生じた場合、競技規則に準じて順位を決定する。

（３）新体操競技方法

適用ルールについては、別途、（公財）日本体操協会から都道府県体操協会に通達する。

      ア 競技内容 団体競技（フープ３・クラブ２組）

個人競技（フープ・ボール・クラブ・リボン）

成績順位は、以下の合計得点によって決める。

団体競技の得点及び個人競技の得点（４種目４演技×1／4）の合計
イ 団体競技について

県ごとに団体を編成し、演技者は５名とする。

ウ 個人競技について

個人競技の演技者として、団体５名のうちから４名だけが出場できる。 
（４）トランポリン競技方法

男女とも各県２名以内の参加とする。

ア 競技方法（男女とも）概要

第１自由；特別要求（特別要求欠如の場合は合計点 減ずる）

＝ 種目の異なる技で構成し、 °以上の宙返りが前後１本以上必要

Ｅスコア、Ｈスコア、Ｔスコアの合計で採点する。

第２自由； 種目を自由に構成

Ｅスコア、Ｈスコア、Ｔスコア、Ｄスコアの合計で採点する。

イ 競技進行

第１自由を全員が行ったあと、第２自由を行う。

６ 参加資格、所属県及び選手の年齢基準

実施要項総則５に定めるもののほか、次による。

  （１）各県の予選会に参加し、その結果代表として選ばれ推薦された者でなければならない。
  （２）少年種別及びトランポリンに参加できる選手には、平成 年４月２日から平成 年４月１

日までの間に生まれた中学３年生を含むものとする。

なお、監督は、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度に基づく、公認体操

コーチ３（体操競技、新体操、トランポリン）又は、公認体操コーチ４（体操競技、新体操、

トランポリン）のいずれかの資格を有する者であること。トランポリンの監督については今

大会に限り、「体操競技、新体操」の資格があるものでも可とするが、次期大会より公認体

操コーチ３（トランポリン）又は、公認体操コーチ４（トランポリン）のいずれかの資格を

有する者であることが条件となる。




